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北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
四
回

小
倉
城
自
焼
　

そ
の
衝
撃
と
歴
史
的
意
義
は
ど
こ
に

北
九
州
市
小
倉
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
わ
れ
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
小
倉
城
。
そ
の
城

が
か
つ
て
国
を
揺
る
が
す
騒
動
の
源
の
一つ
に

な
っ
た
。
江
戸
時
代
末
期
の
慶
応
2
年
（
１

８
６
６
年
）
に
起
き
た
城
の
自
焼
も
そ
の
一つ
。

そ
の
影
響
は
、
そ
の
後
の
北
九
州
、
日
本
の

歴
史
に
も
波
紋
を
残
し
た
。
今
、
改
め
て
確

認
し
直
し
た
い
。

小
倉
城
の
元
祖
は
永
禄
12
年
（
１
５
６
９

年
）、
毛
利
元
就
が
構
え
た
平
城
だ
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
後
、高
橋
鑑あ
き
た
ね種
、毛
利
勝
信（
前
名
:

森
吉
成
）
を
経
て
慶
長
7
年
（
１
６
０
２
年
）、

中
津
か
ら
小
倉
に
移
っ
た
細
川
忠
興
が
築
城

を
始
め
、
7
年
後
に
完
成
し
た
の
が
現
在
知

ら
れ
る
３
つ
の
曲
輪
、
唐
造
り
の
天
守
か
ら

な
る
広
大
な
城
。
こ
の
た
め
細
川
忠
興
を
初

代
小
倉
藩
主
と
す
る
の
が
一
般
的
な
見
解
に
な

っ
て
い
る
。

徳
川
家
光
時
代
の
寛
永
9
年
（
１
６
３
２

年
）、
細
川
の
熊
本
藩
へ
の
移
動
に
よ
っ
て
徳

川
家
康
の
曽
孫
で
明
石
10
万
石
の
譜
代
大
名

小
笠
原
忠
真
（
た
だ
ざ
ね
）
が
九
州
の
探
題

役
と
し
て
小
倉
藩
主
に
。
天
保
8
年
（
１
８

３
７
年
）、
失
火
に
よ
り
天
守
閣
、
本
丸
御

殿
を
焼
失
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
天
守
閣

を
除
い
て
再
建
し
、
藩
の
威
厳
は
変
わ
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
時
代
は
間
も
な
く
大
き
な
転
換
期

に
入
っ
た
。

文
久
３
年
（
１
８
６
３
年
）
生
麦
事
件
を

発
端
と
し
て
幕
府
の
攘
夷
決
行
布
告
で
長
州

藩
が
関
門
海
峡
で
ア
メ
リ
カ
商
船
を
砲
撃
し
、

さ
ら
に
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
年
）
6
月
に

は
小
倉
藩
内
の
門
司
・
田
野
浦
を
急
襲
し
て

占
拠
、小
倉
藩
に
攘
夷
決
行
を
求
め
た
。
だ
が
、

譜
代
で
幕
府
を
親
と
し
、
そ
の
指
示
を
最
優

先
す
る
小
倉
藩
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

長
州
征
討
を
打
ち
出
し
た
幕
府
の
先
陣
と
し

て
田
野
浦
で
長
州
藩
と
戦
闘
。
そ
ん
な
中
、

同
年
7
月
20
日
に
将
軍
家
茂
が
死
去
。
小
倉

に
い
た
幕
府
軍
九
州
総
督
の
老
中
・
小
笠
原

長な
が
み
ち行
が
急
遽
、
江
戸
に
、
ま
た
諸
藩
も
引
き

揚
げ
て
小
倉
は
親
族
の
安
志
1
万
石
、
分
家

の
千
束
１
万
石
と
い
う
２
つ
の
小
藩
と
だ
け
の

孤
立
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。

城
自
焼
は
熊
本
藩
士
よ
り
の

助
言
か

当
時
、
小
倉
城
の
主
は
小
笠
原
忠た
だ
よ
し幹
。
だ

が
前
年
の
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
年
）
9
月

に
病
死
し
、
嫡
子
豊
千
代
丸
は
ま
だ
3
歳
で

執
政
家
老
小
宮
民
部
が
指
揮
を
握
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
の
決
断
が
、
小
倉
城
自
焼

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
小
倉
藩
だ
け
で
な
く
時
代

が
幕
末
か
ら
明
治
、
新
し
い
日
本
に
生
ま
れ

変
わ
る
時
と
重
な
っ
た
事
件
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
自
焼
は
、
書
に
よ
っ
て
内
容
が
微
妙

に
異
な
る
も
の
の
、
柏
木
四
郎
氏
「
幕
末
海

峡
物
語
」
は
、
小
宮
は
、
小
倉
に
い
た
熊
本

藩
使
番
の
竹
崎
律
次
郎
よ
り
「
一
戦
し
て
敗

れ
て
城
を
焼
く
の
は
敗
軍
の
感
が
あ
る
。（
中

略
）
力
を
蓄
え
て
再
起
戦
に
主
点
を
置
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
自
ら
城

を
焼
い
て
要
害
の
地
に
引
き
退
が
り
、
し
か
る

の
ち
討
っ
て
出
る
べ
き
で
あ
る
。
戦
の
術
と
し

て
城
を
自
ら
焼
く
こ
と
は
兵
術
の
一
策
で
あ
っ

て
部
門
の
名
折
れ
に
な
ら
ぬ
」
と
の
言
が
あ
る

こ
と
を
聞
き
、
自
焼
を
決
断
。
小
宮
民
部
が

独
断
に
近
い
形
で
実
行
に
移
し
た
も
の
で
、

島
村
志
津
摩
な
ど
は
自
焼
後
に
知
ら
さ
れ
た
、

と
記
述
し
て
い
る
。

小
宮
は
「
各
陣
地
は
即
時
撤
退
を
し
、
藩

士
の
家
族
は
香
春
採
銅
所
等
に
避
難
す
る
。

各
陣
地
の
兵
が
撤
退
を
終
え
れ
ば
、
小
宮
邸

に
火
を
か
け
る
の
で
、
そ
れ
を
合
図
に
城
を
は

現在の小倉城

示
を
出
し
、
自
ら
は
香
春
狸
山
へ
引
き
下

が
る
と
述
べ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
慶
応
2
年
8
月
１
日
（
太

陽
暦
１
８
６
６
年
9
月
9
日
）、
自
焼
。
武

家
屋
敷
か
ら
の
藩
士
家
族
の
逃
走
が
始
ま
り
、

町
家
、
農
家
な
ど
約
３
万
人
余
り
が
城
下
か

ら
逃
げ
、
町
人
は
長
州
兵
が
攻
め
て
来
て
い

る
と
み
て
大
混
乱
。
牢
屋
敷
で
は
拘
禁
さ
れ

て
い
た
山
伏
た
ち
が
次
々
に
惨
殺
さ
れ
る
騒
ぎ

も
起
こ
る
な
ど
し
た
。
結
局
、
藩
は
田
川
郡

へ
撤
退
、
香
春
に
藩
庁
を
置
い
た
。
香
春
に

と
っ
て
は
急
な
騒
動
、
人
口
、
負
担
増
で
い
い

迷
惑
。
同
所
で
の
百
姓
一
揆
の
遠
因
に
な
っ
た

と
も
い
わ
れ
る
。翌
慶
応
3
年（
１
８
６
７
年
）

1
月
、
島
村
志
津
摩
ら
の
施
策
で
長
州
藩
と

の
戦
い
は
よ
う
や
く
終
了
。
島
村
は
停
戦
成

立
後
、請
わ
れ
て
執
政
家
老
と
し
て
戦
後
処
理
、

藩
再
建
に
当
た
っ
た
。

藩
名
も
香
春
藩
と
な

っ
た
明
治
2
年
（
１
８

６
９
年
）
11
月
、
藩
は

小
宮
に
城
自
焼
等
の
小

倉
戦
争
時
の
不
始
末
の

責
任
を
問
い
、
小
宮
は

同
年
11
月
29
日
、
同
僚

の
原
主
殿
の
邸
で
自
刃
。

47
歳
だ
っ
た
。
そ
の
小

宮
の
辞
世
の
句
が
残
っ
て
い
る
。

「
わ
が
君
の
御
代
と
し
な
り
て
お
も
ふ
こ
と
　

な
き
身
に
も
の
を
思
う
こ
こ
ろ
か
な
」

「
主
人
の
小
笠
原
家
を
幼
き
豊
千
代
丸
に
継

承
さ
せ
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
、
小
倉
城
自

焼
等
の
責
任
を
負
っ
て
自
死
す
る
自
ら
を
納

得
さ
せ
よ
う
と
す
る
生
真
面
目
な
心
が
う
か

が
わ
れ
る
」
と
評
価
す
る
声
も
あ
る
。

城
自
焼
と
、市
民
の
城
へ
の
感
慨

郷
土
史
家
米
津
三
郎
氏
は
著
者
「
北
九
州

の
歴
史
」
で
「
小
笠
原
氏
の
小
倉
入
国
が
德

川
の
全
国
支
配
体
制
の
完
成
で
あ
っ
た
と
同

じ
よ
う
に
、
焼
け
落
ち
て
い
く
小
倉
城
の
姿
は
、

徳
川
の
全
国
支
配
体
制
の
終
わ
り
を
告
げ
る

狼
火
で
あ
っ
た
」
と
。
さ
ら
に
「
小
倉
藩
の

歴
史
ノ
ー
ト
」（
美
夜
古
郷
土
史
学
校
発
行
）

で
は
「
小
笠
原
の
小
倉
入
部
が
徳
川
幕
藩
体

制
の
完
成
で
あ
る
な
ら
ば
、
小
倉
城
自
焼
こ

そ
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
終
息
を
告
げ
る
象
徴

的
な
事
件
で
あ
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」

と
そ
の
意
義
を
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
城
は
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）、

市
民
の
要
望
に
よ
り
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
た
。

天
守
閣
は
失
火
に
よ
り
天
保
8
年
（
１
８
３

７
年
）
に
は
消
滅
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
に

１
２
２
年
ぶ
り
の
再
現
だ
っ
た
。
市
民
の
小

倉
城
へ
の
想
い
、
感
慨
が
今
も
残
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

歴史表に添えられている、炎上する小倉城
の想像写真。小倉城に掲示されている。


